
やまぐち産学公連携推進会議 新エネルギー研究会分科会会員 
募 集 案 内 

 

山口県では、太陽電池をはじめとする環境産業の集積や全国有数の水素の産出など、本県の産

業特性や地域資源を活かしつつ、環境負荷低減型の次世代産業の更なる集積促進を図るため、現

在、「新エネルギー利活用プロジェクト」に取り組んでいます。 

 

この取組の一環として、地方独立行政法人山口県産業技術センターでは、昨年度から、県産資源

（エネルギー･省エネルギー機器･ものづくり技術）を活用したエネルギー利用システムの開発やス

マートファクトリーの実現に向けて、県内企業に必要となる要素技術の開拓に取り組んでいます。 

この取組にあたり、平成２４年度から設立する二つの分科会（①水素・再生可能エネルギー利用

分科会と②スマートファクトリー分科会）の会員を募集します。 

 

１ 分科会会員の募集対象 

   原則として、山口県内に拠点を持つ企業又は大学等研究機関。 

 

２ 分科会活動 

 

  ①水素・再生可能エネルギー利用分科会 

平成２３年度に試作した「水素をエネルギー貯蔵媒体に活用した再生可能エネルギー利用

システム」の技術実証を通じて、課題抽出、課題解決のための改良及び関連周辺機器の試作

開発を行います。 

  ②スマートファクトリー分科会 

エネルギー監視システムを開発し、中小企業工場を対象としたモデル工場でエネルギーの

「見える化」を行うことにより、県産資源を活用したスマートファクトリーモデルの提案と

技術検証を行います。 
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①水素関連機器システムの検証・改良等

②電力関連機器システムの検証・改良等

③関連周辺機器システムの試作開発



３ 試作品の委託開発 

   会員に、試作品の開発を委託する場合があります。 

４ 会費  無料      

５ 募集の時期 

   第１期募集は、６月下旬を締め切りとします。以後は、随時受付します。 

６ その他 

   詳細につきましては、「新エネルギー研究会分科会会員募集要項」を御参照下さい。 

７ お申込手続き 

   入会申込書に必要事項を御記載の上、山口県産業技術センター企業支援部産学公連携室まで

お申し込み下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             お問い合わせ先 

      山口県産業技術センター 企業支援部産学公連携室 

山口県宇部市あすとぴあ４丁目１－１ 

              TEL 0836-53-5052／ FAX 0836-53-5071 

              E-mail sangaku@iti-yamaguchi.or.jp 

 


